











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
ＡＢとも適切）　しか

ト訓ス
	
					

敵軍しかし（→しか

［Ｂオ］、Ｂが適切）大周章の中にあり
［Ａウ～オ］
　――（→［Ｂオ］、Ａが適切）　如くト訓ス
 
　　にあたりて（→にありて［Ｂウ］、Ａが適切）と訓ス（略）
 
	
（→［Ｂウ］、Ｂが適切）　
 
彼家を　にあたりて（→我彼家を過るにありて［Ｂウ］、Ａが適切）
 
（略）
［Ａオ～ウ］
　（中略）
	
　汝が行ク前に一臠なりとも（→を
 
だに［Ｂウ］、Ｂが適切）喰へ　一切レなりともト言フ意也
［Ａウ～オ］
　	
　それ

おなし

訓ス（中略）
	
ノハ（中略）但シ何レモ国（→も［Ｂ
 
オ］、Ｂが適切）ト訳スル時ノ事ナリ（略）
［Ａウ～オ］
　	　寧也 （中略）
ムシロ
	
	　かく辱られたらんよりハやく
 
（→中々に［Ｂオ］、Ｂが適切）に死なん
　　大概ト同意ナレ

欲ル意ニハアラズ都テ（→却テ
 
［Ｂオ］、Ｂが適切）ト訳スベシハ是ニ反

ト訳スベシ
［Ａオ］
○	――	

左のミ肝要にハならて唯にかさり（→侍り［Ｂオ］、Ｂが適切）ニなるは
 
かりなり
2
9
3
5
3
6
5
7
6
6
7
4
7
5
―　　―
　前後の文脈――見出し語が例文に含まれているか、見出し語の後に書か
れている訳語が例文の訳と合っているか、など――から判断すると、上に
挙げた箇所の大半はＢ本の記載の方が適切ということになる。確かに、中
にはＡ本の方が適切に記載されていると思われる箇所や、どちらが適切か
判断しづらい箇所もある。しかし、書写の正確さという観点からすれば、
Ｂ本の方が正確に草稿を写していると考えられるのではないだろうか。
４　おわりに
　以上、早大蔵『助詞考』二種の比較考察を行ってきた。これらの比較に
よってわかったことをまとめると、次のようになる。
○Ｂ本は前半部分に書写の順序が錯綜している箇所がある。
○Ｂ本には明らかな錯簡が１丁ある。
○Ａ本はＢ本よりも書写の欠落箇所が多い。但し、書写者が意図的に欠
落させた可能性もある。
○Ａ本には書写者の書き込みと思われる箇所がある。
○Ｂ本の方がＡ本よりも正確に書写されている可能性が高い。
　稿者は本稿において、どちらの写本の方がより「元」の草稿を忠実に写
しているか、あるいはどちらの写本が優れているかなどという結論を出す
つもりは毛頭ない。確かに一つの作品の異本を比較検討していくことは、
ある意味でその作品の「元」をたどる試みでもあるとは思う。しかし、『助
詞考』を写す目的は、書写者によって大きく異なっていたのではあるまい
か。ある者は「自らの蘭語学習のため」にわかっている箇所は飛ばして写
したかもしれないし、ある者は「忠実に、そのままを写そう」と考えたか
もしれないのである。
　『助詞考』二種を比較するための一連の作業をしていく過程で、浮かび上
早稲田大学蔵『助詞考』二種の比較考察
―　　―
がった両者の違いには、Ａ本とＢ本の書写者の「蘭語学に対する姿勢」や
「個性」が映し出されているといってよいだろう。
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